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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

県立図書館では，２階閲覧室の郷土資料コーナーの一角に，西

郷隆盛に関連する図書を集めた「西郷隆盛関連図書」コーナーを

設けています。平成30年は，明治維新150周年。すでに，NHK大河

ドラマ「西郷どん」の放送も始まっています。今後ますます注目

を集める西郷隆盛を県立図書館で再発見しませんか。

「西郷隆盛関連図書」は，全て館内閲覧図書（黄ラベル貼付）

ですが，郷土資料コーナーには，貸出できる関連図書（銀ラベル

貼付）も多数ありますので，御利用ください。

また，当館のホームページの西郷隆盛関連図書リストから資料

を検索することができます。図書リストは，「遺訓」「西南戦争」【西郷隆盛関連図書コーナー】

「伝記」「文学」「その他」に分類されていますので，御希望のテーマを選んでク

リックしてください。

「パスファインダー（調べ方ガイド）を活用しよう！」
図書館で調べものをしたいけれど，膨大な数の資料から探し出すにはどうしたらいいか，お困りではあり

ませんか？館内にあるパソコンを使って，キーワードを入れて蔵書検索をしたり，カウンターの図書館職員

に調べ方を尋ねたりと様々な方法がありますが，パスファインダー（調べ方ガイド）を活用するのも一つの

方法です。

パスファインダーとは，調べ方ガイドとあるように，特定のテーマの情報を探すのに手がかりとなる資料

や調べ方の方法などを簡潔に紹介したものです。当館では，鹿児島県に関するものとして，「鹿児島の地名

の由来について調べるには」「鹿児島の気象災害について調べるには」「鹿児島の新聞記事を探すには」等

のテーマの調べ方ガイドを用意しています。このほかにも，子育て・教育支援コーナー，医療・福祉支援コ

ーナー，ビジネス支援コーナーにパスファインダーを置いています。どうぞ御活用ください。

《一般書》２月１５日（木） 《児童書》２月２３日（金）

○『なずずこのっぺ？』カーソン・エリス/さく

アーサー・ビナード/やく フレーベル館

○『空をつくる』村尾亘/作・絵 小さい書房

○『種子島ロケット打ち上げ』濵美由紀/作画 小学館

○『四重奏(ｶﾙﾃｯﾄ)デイズ』横田明子/作 岩崎書店

○『村木ツトムその愛と友情』

福井智/作 森英二郎/絵 偕成社

○『地域名菓の誕生』 橋爪伸子/著 思文閣出版

○『東京しるしのある風景』松田青子/著 河出書房新社

○『森のノート』 酒井駒子/著 筑摩書房

○『群れるな』 寺山修司/著 興陽館

○『ファミリーデイズ』 瀬尾まいこ/著 集英社

西郷隆盛関連図書ホームページアドレス

http://www.library.pref.kagoshima.jp/honkan/?p=25240



日 月 火 水 木 金 土

２

月

１２ １３ １４★ １５ １６ １７◆

１９ ２０ ２１★ ２２ ２３ ２４

２６ ２７ ２８★

３

月

  １ ２ ３

５ ６   ７★ ８ ９ １０

１２ １３ １４★ １５ １６ １７◆

１ 平成29年度第２回貴重資料紹介展「幕末・明治維新

～図書館で西郷どんを再発見～」

絶賛開催中～２月22日(木)

２ 一般閲覧室ミニ展示 ２月23日(金)～３月31日(土)

「新生活，応援します」

就職や進学，引っ越しなどで新し

い生活を始める人たちも多い時期で

す。新生活準備に役立つ図書を紹介

します。

３ 児童文化室ミニ展示

２月23日(金) ～３月21日(水)

「本でひろがる『ことば』の世界」

詩集，朗読，落語など「ことば」を楽

しむ本を紹介します。

県立図書館に届いた

今回紹介していただいた宝本は，シェル・シルヴァスタイン著・倉橋由美子訳

の『ビッグ・オーとの出会い』（講談社） です。

大学の時に，ふと本屋さんで見つけた本。手にとって読んでみると，絵本なのに，ど

んどん私の心の深いところに語りかけてくる。先の見えない未来に，何だか毎日もやも

やを抱えて不安だった自分。そんな私に，少ない言葉と，シンプルで飾らない絵が，と

りあえず一歩踏み出せと背中を押してくれた。うじうじ考えてばかりいても仕方ないで

しょ。やってみなきゃ分かんないでしょ。一歩を踏み出す勇気をくれる一冊です。

図書館カレンダー

*ヒント* ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

かたいこうらがあるいきものだよ！ ※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（２月28日,３月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（２月23日）。

『どろんここぶた』（アーノルド・ローベル/

作 岸田衿子/訳 文化出版局）からの問題で

す。

うちをにげだしたこぶたのしっぽにかみつい
たのはだれでしょう。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，３月１４日（水）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち い せい

解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「シマシマくん」でした。たくさんの御応募
ぜんかい こた ご おう ぼ

ありがとうございました。

県立図書館の敷地内には，桜並木があります。

毎朝，出勤の時に桜たちを見上げると，桜たちが

寒空の下で一生懸命に春が来るのを待っているよ

うに感じます。

現在，貴重資料紹介展を実施していますが，所

蔵している貴重資料の中に，西郷南州の「耐雪梅

花麗」という書があります。「雪の厳しさに耐え

て梅の花は美しく咲く」という意味です。人間の

生き方にも通ずるところのあるこの言葉ですが，

ことに県立図書館においては「梅花」ではなく

「桜花」があてはまるのかなと思います。

桜の季節まで後１か月程です。冬の寒さに耐え

た桜たちが麗しい花々を咲かせてくれることを待

ち望みながら，今日も桜の木の下を出勤します。

めざせ!
「西郷どん」博士！!


